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春から不人にかけてキヤンプ、ハイキング、農作業など、山や草むらで活動する機:会が多くなる季節です。

野山に生息するダニに咬まれることで
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1醐謀染することがあります。
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●肌の露出を少なくする
⇒帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く等

●長袖・長ズボン・登山用スパッツ等を着用する    く
饂

=⇒シヤツの裾はズボンの中に、ズボンの裾は靴下や長靴の中

●足を完全に覆う靴を履く
⇒ サングル等は避ける

●明るい色の服を着る (マダニを目視で確認しやすくするため)

*上着や作業着は家の中に持ち込まないようにしましょう

* 屋外活動後は入,谷し、マダニに咬まれていないか石雀認をしましょう

特に、わきの下、足の付け根、手首、膝の裏、胸の下、頭部 (髪の毛の中)か

●無理に引き抜こうとせず、医療機関 (皮膚科など)で処置
(マダニの除去、洗浄など)をしてもらいましょう。

●マダニに咬まれた後、数週間程度は体調の変化に注意を
し、発熱等の症状が認められた場合は医療機関で診察を
受けて下さい。
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罰馨 ダニ媒介感染症 (厚生労働省)

各地域のダニ媒介感染症の状況については各自治体HPも参考にしてください

豊田市役所 感染症予防課 電話 0565-34-6180

ダニ対策
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畿なぜ対策が必要?

ジカ熱やデング熱は蚊を介して感染します。原因となるウイルスは、感染した人の血を吸った蚊 (日本ではヒトスジシマカ)の体内
で増え、その蚊がまた他の人の血を吸うときにウイルスを移し、感染を広げていきます。

鬱ジカ熱やデング熱に感染するとどうなるワ

感染しても全ての人に症状が出るわけではありませんが、発熱や関節の痛み、発疹が出るとしヽった症状が1週間ほど出ます。
また、ジカ熱は妊婦が感染すると小頭症などの先天性障害をもった子どもが生まれたり、デング熱で |ま出血を伴うデング出血熱と
なり重症化することがありますc
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ジぬ熱 。デンう彎熱:こ 関する詳ししヽ'難弱暇|よ辱覇主労饉鰻裁の圏Pを通覧くださしヽ.

輻鶉ジカ熱 厚労省 デング熱 厚労省


